
	
 
平和教育の課題と実践例を学び、情報交換をしてネットワークをつくりましょう。 

  

日  時：2014 年 8 月２８日（木）午後６時 30 分から８時３０分まで 

場  所：広島市まちづくり市民交流プラザ 研修室 A (定員 60 名）                            
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/kotsu.html 

〒７３０－００３６ 広島市中区袋町６番３６号 

講師紹介：キップ・ケイツさん	
 (Prof.	
 Kip	
 Cates)	
 

カナダのバンクーバー生まれ。ブリティッシュ・コロンビア大学で現代言語（フ
ランス語、ドイツ語、日本語）を専攻して学士号を取得、後にイギリスのレディン
グ大学で応用言語学で修士号を取得した。1985 年に鳥取大学に赴任。担当科目は文化交流論、グ
ローバリゼーション論、国際交流論等。また、タイム（とっとり国際交流連絡会）副会長、全国語
学教育学会 (JALT)・グローバル教育分科会会長、アジア青年会議 (AYF)創立者。『週刊 ST』とい
う英語学習者向け新聞に連載記事を執筆中。５０カ国を旅行し、９つの言語を話す。 
	
 

ワークショップ内容：｢教室から平和が始まる｣	
 

軍国主義が拡大する現在、第一次世界大戦が始まって 100 年目にあたる今年は、日本の教員に
とっても、平和と国際理解を促進する方法について、どうしたらよいかを学びあう重要な機会とな
るでしょう。教育で扱うべき重要な問題の一つは、なぜ戦争が起こるのか、そして私たちは平和の
ために何ができるのかを学ぶことです。このワークショップでは、大学における平和教育のための
英語の授業でのさまざまな取り組みを実際に体験していただきます。これらは革新的な平和教育の
活動です。暴力について考え、戦争の原因について分析し、平和への道筋について話し合います。
わずかですが参加型ですすめます。平和のための行動につながるよう、どのようなきっかけを教師
はつくることができるのかについて、皆さんの考えをこのワークショップで多くの参加者とわかち
みませんか。 
 
入場無料                        

主  催：平和教育地球キャンペーン中四国支部 

申込み：http://gcpej. j imdo.com/cipe/hiroshima/ 

進  行：生田 祐子（文教大学） 

協  賛：JACET 国際理解（グローバル）教育研究会 

問合せ: 角崎 祐美（同支部代表） e-mail ; salud.paz19(at)me.com 

赤松 敦子（同支部事務局）  

e-mail ; peacemessagestakamori(at)yahoo.co.jp  

申込み QR コード 


